
　　　　

2025 年 1 月 20 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節に合わせた活動（正月遊びや初詣、プール遊び、ハロウィン会やクリスマス会等）
・フリーマーケット
・卒業遠足

（別添資料１）

家族支援

・子供の発達状況や特性の理解、兄弟姉妹も含めた困りごとへの相談援助
・保護者会の開催やフリーマーケット等による交流の機会提供
・レスパイトの時間確保や就労による預かりニーズに対応するための延長支援

移行支援

・ライフステージの移行を見据えた目標や支援内容の設定を行う
・学校や併用事業所、相談支援事業所との情報共有や支援方法のすり合わせを
行う

地域支援・地域連携

・地域連絡会への参加
・学校や併用事業所、相談支援事業所との情報連携や調整、支援方法や環境調
整の相談援助

職員の質の向上

・内部研修の実施（虐待防止、身体拘束、感染症、防犯、災害、ビジネスマ
ナーや療育等に関する研修）
・外部研修への参加（療育に関する研修や法人運営に関わる資格取得研修）

支　援　内　容

・日常の健康観察、毎日の検温等による心身の健康状態の把握を行う
・手洗い、食事、衣類の着脱、排泄、準備・片付け等の基本的日常動作獲得への支援を行う
・環境やレイアウト、時間や活動の構造化による生活環境の整備を行う

・サーキットトレーニング、体幹トレーニング、楽器演奏を通した着席時の姿勢指導等による、姿勢と運動・動作の基本的技能の向上を支援する
・体操、ダンス、ジャンプ、バランスボールやボール運動等による保有する感覚の活用や身体移動能力の向上を支援する
・プットイン、パズル、知育玩具等の指先を使った微細運動の提供と支援を行う

本
人
支
援

・知育玩具、色や数字のマッチング、粘土、なぞり書きや名前の書きとり、学習プリント等による認知機能の訓練を行う
・あいさつや交通ルール、季節に合わせた活動等をロールプレイなどによる対応訓練にて行う
・小集団での遊びやゲーム、レクリエーションを通した認知への偏りの対応を行う

・あいさつや物の名前、日常言語など具体的な物や経験と言葉の意味を結び付け、言語の習得や自発的な発声を促進する
・指差しや身振り手振り、ハンドサイン等を活用し、気持ちの表出や意思の伝達を支援する
・障がいの特性に応じた個別の読み書き訓練を行う

・スタッフや利用者間での遊びや活動を通して信頼関係を築き、周囲の人との社会性や対人関係の発達を支援する。
・集団の遊びや活動を促し、他者理解とルールやマナーに関する知識を養い社会性の発達を支援する
・自己の行動や感情を理解しコントロールできるようにSSTやモデリングを通して支援する

支援方針

障害児が日常生活における基本的動作を習得し、及び集団生活に適応することが出来るよう、当該障害児の身体及び精神の状態並びにその置かれている環境に応じて適切な指導及び訓練を行う
とともにその保護者の支援を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
障がいを個性ととらえ、個々の目標に向けた支援を基本とし個々の可能性を見出し、将来へ向けて本人とその家族が安心安全で自立していくことを目指す。個々が自立し、社会の中でも確固た
る役割と居場所を見出せるよう全ての社会資源を活用し連携し継続して支援する。

事業所名 放課後等児童デイサービス　スタンプ宮前 作成日支援プログラム


